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今
こん

月
げつ

の目
もく

標
ひょう

】 正
ただ

しく配
はい

膳
ぜん

しよう 

夏
なつ

休
やす

み明
あ

けは、朝
あさ

起
お

きられなかったり、なんとなくだるかったり、食
しょく

欲
よく

がなかったりする人
ひと

も多
おお

い

と思
おも

います。「早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

き・朝
あさ

ごはん」で生
せい

活
かつ

リズムを整
ととの

え、体
たい

調
ちょう

管
かん

理
り

もしていきましょう。 
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中
ちゅう

学
がく

部
ぶ

３年
ねん

生
せい

は、保
ほ

健
けん

の授
じゅ

業
ぎょう

で「食
しょく

事
じ

と健
けん

康
こう

」について学
がく

習
しゅう

しています。給
きゅう

食
しょく

献
こん

立
だて

表
ひょう

を参
さん

考
こう

に、食
しょく

材
ざい

は「赤
あか

」「緑
みどり

」「黄
き

」の三
みっ

つの仲間
な か ま

に分類
ぶんるい

され、それぞれの色
いろ

には健康
けんこう

につながる効
こう

果
か

がある

ことを学
まな

びました。今
こん

回
かい

は、授
じゅ

業
ぎょう

で実
じっ

際
さい

に使
し

用
よう

した食
しょく

育
いく

に関
かん

する教
きょう

材
ざい

を紹
しょう

介
かい

します。 

＜取
とり

組
くみ

内
ない

容
よう

＞ 

教
きょう

材
ざい

名
めい

：食
しょく

材
ざい

カード 

 食
しょく

材
ざい

のイラストを貼
は

ったクリアケースの中
なか

 

に、食
しょく

材
ざい

が分
ぶん

類
るい

される色
いろ

の画
が

用
よう

紙
し

、白
しろ

の画
が

用
よう

 

紙
し

を順
じゅん

に入
い

れる。（図１） 

 図２の表
ひょう

に食
しょく

材
ざい

カードを貼
は

り、選
せん

択
たく

した食
しょく

 

材
ざい

が正
ただ

しい仲
なか

間
ま

に分
ぶん

類
るい

されていると、白
しろ

の画
が

 

用
よう

紙
し

を抜
ぬ

いたときに背
はい

景
けい

と同
おな

じ色
いろ

になります。 

＜生
せい

徒
と

の様
よう

子
す

＞ 

 活
かつ

動
どう

を繰
く

り返
かえ

していくうちに、正
ただ

しく選
せん

択
たく

をすることが増
ふ

えていきました。 

間
ま

違
ちが

えてしまっても色
いろ

の違
ちが

いに気付
き づ

き、食
しょく

材
ざい

カードを正
ただ

しい色に自
じ

分
ぶん

で移
い

動
どう

さ 

せることで、学
まな

びにつながっていました。また、給
きゅう

食
しょく

の時
じ

間
かん

になると、「お肉
にく

は 

赤
あか

」、「野
や

菜
さい

は緑
みどり

」など学
がく

習
しゅう

した内
ない

容
よう

を声
こえ

に出
だ

している場
ば

面
めん

も見
み

られました。中
ちゅう

 

学
がく

部
ぶ

３年
ねん

生
せい

は、今
こん

後
ご

も保
ほ

健
けん

の授
じゅ

業
ぎょう

において、「食
しょく

事
じ

と健
けん

康
こう

」について学
がく

習
しゅう

してい 

きます。 

図１：白
しろ

の画
が

用
よう

紙
し

を抜
ぬ

くと、何
なに

色
いろ

の仲
なか

間
ま

か分
わ

かります。 

図２ 

秋
あき

の行
ぎょう

事
じ

といえば、「お月
つき

見
み

」です。旧
きゅう

暦
れき

８月
がつ

15日
にち

の十
じゅう

五
ご

夜
や

は「中
ちゅう

秋
しゅう

の名
めい

月
げつ

」と呼
よ

ばれ、夜
よ

空
ぞら

に浮
う

かぶ月
つき

を眺
なが

めながら、収
しゅう

穫
かく

に感
かん

謝
しゃ

してお

祝
いわ

いする風
ふう

習
しゅう

があります。中
ちゅう

秋
しゅう

の名
めい

月
げつ

は、別
べつ

名
めい

で「芋
いも

名
めい

月
げつ

」ともい

い、里
さと

いもをお供
そな

えしたり、里
さと

いも料
りょう

理
り

を食
た

べたりする習
しゅう

慣
かん

もありま

す。また、お月
つき

見
み

に欠
か

かせないのが、お米
こめ

から作
つく

る月
つき

見
み

団
だん

子
ご

です。地
ち

域
いき

によって異
こと

なり、満
まん

月
げつ

を見
み

立
た

てた丸
まる

い形
かたち

や、里
さと

いもの形
かたち

のものなど、さ

まざまです。 

 2024年
ねん

の十
じゅう

五
ご

夜
や

は９月
がつ

17日
にち

です。17日
にち

の給 食
きゅうしょく

は「お月
つき

見
み

給
きゅう

食
しょく

」で、里
さと

芋
いも

コロッケやお月
つき

見
み

ゼリーがつきます。 

 

食
しょく

育
いく

指
し

導
どう とり

組
くみ


